
学
習
日
）
平
成
３
０
年 

 
 

月 
 

 

日
（ 

 
 

） 
書
道
Ⅰ 

学
習
プ
リ
ン
ト
⑦
「
行
書
の
特
徴
」 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

科 
 

 

氏
名 

    

〇
行
書
の
特
徴
① 

 
 

○
行
書
は
（ 

 
 
 
 
 

）
の
速
書
き
に
よ
る
（ 

 
 
 
 
 

）
し
た
書
体
で
あ
る
。 

         

〇
行
書
の
特
徴
② 

  

 

楷
書  

    

 

行
書  

                   

〈
本
時
の
め
あ
て
〉 

（
隷
書
〉 

点
画
の
一
つ
一
つ
が
、
気
持
ち
の
う
え
で
、
ま
た
、 

形
の
う
え
で
も
つ
な
が
り
を
も
つ
こ
と
。 

 

筆
の
弾
力
を
生
か
し
て
、
線
に
太
い
細
い
の
差
を 

付
け
る
こ
と
。 

① 

      

チ
ェ
ッ
ク 

② 

      

チ
ェ
ッ
ク 

③ 

      

チ
ェ
ッ
ク 

 

④ 

      

チ
ェ
ッ
ク 

⑤ 

      

チ
ェ
ッ
ク 

（
点
画
を
つ
な
げ
る
〉 

（
字
形
を
変
え
る
〉 



学
習
日
）
平
成
３
０
年 

 
 

月 
 

 

日
（ 

 
 

） 
書
道
Ⅰ 

学
習
プ
リ
ン
ト
⑧
「
蘭
亭
序
」 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

科 
 

 

氏
名 

   

（
① 

 
 
 
 
 

 
 
 
 

） 

〇
「
蘭
亭
序
」
に
つ
い
て 

（
１
）
時
代 …

…

（
② 

 
 

 
 

 

）（
三
五
三
年
） 

 
 

 
 

 
 

 

（
④ 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

） 

 

（
２
）
書
者 

…
…

  

③ 
 

 
 

は
、
瑯
邪
臨
沂(

山
東
省)

出
身
で
、
楷
書
・
行
書
か
ら
八
分
・
章
草
に
ま
で
及
ん
だ
。
特
に
、
行
草
体
に

お
い
て
は
、
自
然
と
工
夫
を
調
和
さ
せ
た
普
遍
的
な
美
を
創
始
し
、
現
代
で
も
（
⑤ 

 
 

 
 

 

）
と
称
さ
れ
て
い
る
。 

 

（
３
）
内
容 …

…
 

王
羲
之
が
会
稽
内
史
在
任
中
の
（
⑥ 

 
 

 
 

 

）
年
（
三
五
三
）
三
月
三
日
、（
⑦ 

 
 

 
 

 

）
の
地
（
浙
江
省
）
に
、 

謝
安
ら
会
稽
の
名
士
四
十
一
人
を
招
き
、
禊
の
礼
を
行
っ
た
の
ち
、
（
⑧ 

 
 

 
 

）
の
宴
を
催
し
た
。 

こ
の
時
、
参
加
者
が
作
っ
た
詩
を
集
め
て
一
巻
と
し
、
そ
の
（
⑨ 

 
 

 
 

）
を
主
催
者
の
王
羲
之
が
草
稿
（
下
書
き
）
と
し
て 

書
い
た
も
の
。 

 

〇
筆
脈
と
字
形
の
確
認 

「
清
風
」…

爽
や
か
な
清
々
し
い
風
。 

             

「
感
慨
」…

深
く
心
に
感
じ
思
い
に
ひ
た
る
こ
と
。 

            

  

〈
本
時
の
め
あ
て
〉 


